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ッヽbstract
Experirnents∬/ere conducted on the behaviOr Of single―phase and t都′o―phase plan r free jet
Ⅵrater  The noM/behavior郡/as investigated with micronash storoboscopic technique、、ith sht
i■u■lination  lt was obseぃred that the initial jet velocties and interfacial tension at the free jet
surface affect the formations of instability、vaves on a free jet  lt was also observed that the
behavior of two―phase free jet nOw becomes more complicated owing mainly to the random
motions of air bubble in nOws
1.緒 言
1.1 `よじめに
衝突噴射による伝熱は,その高い伝熱効果を
利用することによって,例えば紡織,写真,製
紙工業にお l′ナる,布, フィルム,紙などの乾燥
や製鉄,ガラスエ業における圧廷¢岡板やガラス
などの冷去口といったプロセス冷却あるいはその
逆の加熱,また, ガスタービン燃焼器のケーシ
ング冷却や電子部品の冷却などすべての工業分
野で幅広く利用されている。
一般的に噴射流体としてガスや液体などが用
いられるが,特に冷却を目的とする場合には,熱
容量の大きい水が一般によく利用される卜め。
水を用いた衝突噴射冷却法は,噴霧方式と噴
流方式の2つに分けられるが,特に最近の製鉄
業界の熱間圧廷鋼板の製造においては,噴霧冷
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却方式に比べて噴流方式がより伝熱性能に優れ
ていることが確かめられている。一方,噴流冷
却については, これまで円形単一ノズルやマル
チノズルからの円柱状噴流に関する研究4～6)が
主流であるが,二次元ノズルからの板状噴流に
よる冷却が圧廷時間の短縮と材質制御など工程
管理面での優位性が認められて,最近はこの方
面での研究が注目されつつある。。
単相の液体噴流には加熱面上を覆う液体層中
に同一液体を噴流させる浸漬噴流 (submerged
jet)と液体噴流がたとえば空気のような気体中
に噴流するようなとき,噴流の外郭に明確な液
体一気体の界面が存在する自由噴流 (free jet)
とに分l′ナられる。
浸漬噴流については運動量理論を用いた
SchlichtingOの解析解や境界層方程式とエネル
ギー方程式を用いたBurmeister9の解析解な
どがある。しかしながら空気中に液体噴流を行
う自由噴流では
(1)運動量移動による周辺気体の巻き込み
の効果がほとんどない。
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